
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同系色で濃色と淡色の色材を含む複数の色材を用いて画像形成を行う画像形成手段と、
　入力された画像信号より、前記複数の色材の各々に対応した色成分信号を生成する生成
手段と、
　前記生成手段で生成された 色成分信号に
ついてエッジ部を検出し、検出されたエッジ部或いはその隣接部の画素の信号を

中間調の色成分信号に置き換えるエッジスムージング処理を施す平滑
化手段と、
　前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施すことにより
発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色の淡色の色材
に対応した色成分信号に変換する変換手段と
　

を備え
ることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記変換手段は、
　前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施すことにより
発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色の淡色の色材
に対応した色成分信号と該濃色の色材に対応した色成分信号とに変換し、

10

20

JP 4006411 B2 2007.11.14

色成分信号のうち、前記濃色の色材に対応した
、前記濃

色の色材に対応した

前記濃色の色材に対応した
、

前記変換手段による変換によって得られた前記淡色の色材に対応した色成分信号を、前
記生成手段で生成された当該淡色の色材に対応した色成分信号に加える加算手段と

前記濃色の色材に対応した



　前記加算手段で加えることにより得られた淡色の色材に対応した色成分信号と、前記変
換手段により得られた前記濃色の色材に対応した色成分信号とをプリンタ部に送出する送
出 有することを特徴とする請求項 に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　画像形成装置による画像形成方法であって、
　画像形成手段が、同系色で濃色と淡色の色材を含む複数の色材を用いて画像形成を行う
画像形成工程と、
　生成手段が、入力された画像信号より、前記複数の色材の各々に対応した色成分信号を
生成する生成工程と、
　平滑化手段が、前記生成工程で生成された

色成分信号についてエッジ部を検出し、検出されたエッジ部或いはその隣接部の画素の
信号を 中間調の色成分信号に置き換えるエッジスムージング
処理を施す平滑化工程と、
　変換手段が、前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施
すことにより発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色
の淡色の色材に対応した色成分信号に変換する変換工程と
　

を備えることを特徴とする画像形成方法。
【請求項４】
　前記変換工程では、
　前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施すことにより
発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色の淡色の色材
に対応した色成分信号と該濃色の色材に対応した色成分信号とに変換し、
　前記加算工程で加えることにより得られた淡色の色材に対応した色成分信号と、前記変
換手段により得られた前記濃色の色材に対応した色成分信号とをプリンタ部に送出する送
出 有することを特徴とする請求項 に記載の画像形成方法。
【請求項５】
　請求項 に記載された画像形成方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ（以下、ＦＡＸ）等で用いられる、同色相
で濃淡の異なる複数の記録材（インクあるいはトナー）で画像形成を行う画像形成装置に
対して用いられる画像処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタに対する市場ニーズは年々高まっており、従来の色のインクあるいはトナーに
よる４色画像形成装置に対して、インクあるいはトナーの色の数を増やした画像形成装置
が提案・実現されてきている。例えば、インクジェットプリンタにおいては、従来の一般
的なシアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの４色に加えて、粒状感の軽減をねらいとし
て、淡いシアン、淡いマゼンタを加えた６色のインクで画像形成を行うものが実現されて
いる。また、電子写真方式プリンタにおいても、インクジェット方式と同様の６色構成に
よるプリンタが提案されてきている（特許文献１、特許文献２）。また、グリーンやオレ
ンジのインクを用いて、色域の拡大を図った電子写真方式プリンタや、赤、青、緑や金、
銀、蛍光色などの特色に対応したインク、トナーを用いて画像形成を行うものも一部、実
現・提案されている。
【０００３】
　このように、インクやトナーの色数を増加させた画像形成装置はさまざまな方式・形式
があるが、いずれも画像出力デバイス自体の色再現性能力の向上を図るものである。
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部を １

色成分信号のうち、前記濃色の色材に対応し
た

、前記濃色の色材に対応した

前記濃色の色材に対応した
、

加算手段が、前記変換工程における変換によって得られた前記淡色の色材に対応した色
成分信号を、前記生成手段で生成された当該淡色の色材に対応した色成分信号に加える加
算工程と

前記濃色の色材に対応した

工程を ３

３または４



【０００４】
　一方、主に、電子写真方式のプリンタに対して多用されてきた画像処理技術として、エ
ッジスムージング技術がある。この技術は、例えば、特許文献３で開示されており、画像
信号中に含まれるエッジを検出し、エッジ部やエッジ隣接部を中間調ドットで置き換える
ことで、文字画像や細線画像のジャギーを軽減して滑らかなエッジを紙媒体上に再現する
ものである。
【特許文献１】特開２００１－２９０３１９号公報
【特許文献２】特開２００１－３１８４９９号公報
【特許文献３】特開平０８－３１７２１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記エッジスムージング技術は、従来の４色（ＣＭＹＫ）プリンタに対しては、各色チ
ャンネル毎に独立な処理となっている。このようなエッジスムージング技術を上述した濃
淡の記録材を用いる画像形成装置に適用しようとする場合、スムージング処理を実現する
回路を各色の記録材に対して適用することになる。この場合、淡色の信号に対してもスム
ージング処理を適用することになるが、もともとエッジ部があまり目立ちにくい淡色信号
に対してスムージング処理を適用するのは、画質的効果があまり得られない割には、回路
規模が増大し、高価となってしまう。
【０００６】
　また、特に電子写真方式の画像形成装置においては、形成するドットの大きさと、その
ドット形成における安定性との間には強い相関がある。すなわち、より高い濃度を得るた
めの大きなドットを形成する場合はドット形成の安定性が高まり、低い濃度を得るための
小さいドットを形成する場合にはドット形成の安定性が低下する（不安定になる）。エッ
ジスムージング処理においてエッジ部に付加されるドットは中間濃度のドットであるため
、フルドットよりは安定性に欠けるものとなってしまう。
【０００８】
　 は、エッジスムージング処理により発生した中間調ドットをより安定性よ
く形成可能とし、 を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明の一態様による画像形成装置は以下の構成を備える
。即ち、
　同系色で濃色と淡色の色材を含む複数の色材を用いて画像形成を行う画像形成手段と、
　入力された画像信号より、前記複数の色材の各々に対応した色成分信号を生成する生成
手段と、
　前記生成手段で生成された 色成分信号に
ついてエッジ部を検出し、検出されたエッジ部或いはその隣接部の画素の信号を

中間調の色成分信号に置き換えるエッジスムージング処理を施す平滑
化手段と、
　前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施すことにより
発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色の淡色の色材
に対応した色成分信号に変換する変換手段と
　

を備え
る。
【００１０】
　また、上記の目的を達成するための本発明の他の態様による画像形成方法は、
　画像形成装置による画像形成方法であって、
　画像形成手段が、同系色で濃色と淡色の色材を含む複数の色材を用いて画像形成を行う
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本発明の目的
画質向上

色成分信号のうち、前記濃色の色材に対応した
、前記濃

色の色材に対応した

前記濃色の色材に対応した
、

前記変換手段による変換によって得られた前記淡色の色材に対応した色成分信号を、前
記生成手段で生成された当該淡色の色材に対応した色成分信号に加える加算手段と



画像形成工程と、
　生成手段が、入力された画像信号より、前記複数の色材の各々に対応した色成分信号を
生成する生成工程と、
　平滑化手段が、前記生成工程で生成された

色成分信号についてエッジ部を検出し、検出されたエッジ部或いはその隣接部の画素の
信号を 中間調の色成分信号に置き換えるエッジスムージング
処理を施す平滑化工程と、
　変換手段が、前記濃色の色材に対応した色成分信号に前記エッジスムージング処理を施
すことにより発生した 中間調の色成分信号を、該濃色と同系色
の淡色の色材に対応した色成分信号に変換する変換工程と
　

を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば により発生した中間調ドットをより安定して
形成することができ、画質を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付の図面を参照しながら本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１３】
　［第１実施形態］
　＜画像形成装置の構成＞
　図１は本実施形態のフルカラー画像形成装置（本例では、複写機能、プリンタ機能、Ｆ
ＡＸ機能を併せ持つ複合機とする）の概略断面図を示す。本例では、上部にデジタルカラ
ー画像リーダ部３００、下部にデジタルカラー画像プリンタ部１００を有する。
【００１４】
　リーダ部３００において、原稿３０を原稿台ガラス３１上に載せ、露光ランプ３２によ
り露光走査することにより、原稿３０からの反射光像をレンズ３３により、フルカラーＣ
ＣＤセンサ３４に集光しカラー色分解画像信号を得る。カラー色分解画像信号は（図示し
ない）増幅回路を経て、（図示しない）ビデオ処理ユニットにて処理を施され画像メモリ
（図示しない）を介してプリンタ部１００に送出される。
【００１５】
　プリンタ部１００には、リーダ部３００からの信号のほか、コンピュータからの画像信
号、ＦＡＸからの画像信号なども同様に送出されてくる。ここでは、その代表としてリー
ダ部３００からの信号に関連するプリンタ部１００の動作を説明する。
【００１６】
　プリンタ部１００には、大きく分けて２部の画像形成部、即ち第１の感光ドラム１ａを
含む第１の画像形成部Ｓａ、第２の感光ドラム１ｂを含む第２の画像形成部Ｓｂが配置さ
れている。これら画像形成部Ｓａ、Ｓｂはコストダウンの目的から互いにほぼ同じ構成（
形状）となっている。例えば、後述する現像器の構成、形状はほぼ同じとなっている。こ
れにより現像器４１～４６の間で相互の入れ替え等を行っても対応可能な構成となってい
る。
【００１７】
　像担持体としての２個のドラム状の感光体（感光ドラム）、即ち第１の感光ドラム１ａ
及び第２の感光ドラム１ｂは、各々図中矢印方向に回転自在に担持され、各々図中矢印Ａ
方向に回転自在に担持され、それぞれの感光ドラム１ａ、１ｂの周りに、前露光ランプ１
１ａ、１１ｂ、コロナ帯電器（帯電手段）２ａ、２ｂ、レーザー露光光学系である第１の
露光手段３ａ、第２の露光手段３ｂ、電位センサ１２ａ、１２ｂ、回転式現像器保持部で
ある移動体（現像ロータリー）４ａ、４ｂ及び各々の保持部に色の異なる現像剤を収容し
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色成分信号のうち、前記濃色の色材に対応し
た

、前記濃色の色材に対応した

前記濃色の色材に対応した
、

加算手段が、前記変換工程における変換によって得られた前記淡色の色材に対応した色
成分信号を、前記生成手段で生成された当該淡色の色材に対応した色成分信号に加える加
算工程と

、エッジスムージング処理



た３個の現像器４１～４３及び４４～４６、一次転写手段である一次転写ローラ５ａ、５
ｂ、クリーニング器６ａ、６ｂを配置する。
【００１８】
　又、現像器の数は高画質化のために５個以上であれば良く、本実施形態では６個の現像
器４１～４６を用いる構成としている。
【００１９】
　現像器４１にはマゼンタトナー、４２にはシアントナー、４３には淡マゼンタトナー、
４４にはイエロートナー、４５にはブラックトナー、４６には淡シアントナーが装填され
ている。
【００２０】
　ここで、濃色及び淡色現像剤は、分光特性が等しい顔料の量を変えて作成される。従っ
て、淡マゼンタトナーは、含有する顔料の分光特性はマゼンタと等しいが含有量が少なく
、淡シアントナーは、含有する顔料の分光特性はシアンと等しいが含有量が少ない。
【００２１】
　これらの他に、金色、銀色などのメタリック系トナーや、蛍光剤を含む蛍光色のトナー
等、含有するトナーのような、顔料の分光特性がシアン、マゼンタ、イエロー、ブラック
とは異なるトナーを収容する現像器（上記現像器と同形状）を現像ロータリーに搭載する
ことも可能である。又、本現像器にはトナーとキャリアを混合させて用いる二成分現像剤
が装填されているが、トナーのみからなる一成分現像剤でも問題はない。
【００２２】
　ここで、マゼンタとシアンに対して濃い色と薄い色を用いたのは、人の肌のような淡い
画像の再現性を飛躍的に向上させるのが狙いである（粒状性の低減を達成することが狙い
である）。
【００２３】
　露光手段であるレーザー露光光学系３ａ、３ｂにおいてリーダ部３００からの画像信号
は、（図示しない）レーザー出力部にて光信号に変換され、光信号に変換されたレーザー
光Ｅがポリゴンミラー３５で反射され、レンズ３６及び各反射ミラー３７を経て感光ドラ
ム１ａ、１ｂ表面上の露光位置３８ａ、３８ｂに投影される。
【００２４】
　プリンタ部１００画像形成時には、感光ドラム１ａ及び１ｂを矢印Ａ方向に回転させ、
前露光ランプ１１ａ、１１ｂで除電した後の感光ドラム１ａ、１ｂを帯電器２ａ、２ｂに
より一様に帯電させて、それぞれ分解色毎に光像Ｅを照射し、感光ドラム１ａ、１ｂ上に
潜像を形成する。
【００２５】
　次に移動体である回転式現像器保持部即ち第１の現像ロータリー４ａ、第２の現像ロー
タリー４ｂを回転させ、現像器４１～４３のうちの一つおよび現像器４４～４６のうちの
一つをそれぞれ感光ドラム１ａ、１ｂ上の各現像器位置へ移動させる。例えば現像器４１
と現像器４４を感光ドラム１ａ、１ｂの現像位置へ移動させる。そして、その後、現像器
４１、４４を作動させて、感光ドラム１ａ、１ｂ上の静電潜像を反転現像し、感光ドラム
１ａ、１ｂ上に樹脂と顔料を基体とした現像剤像（トナー像）を形成する。このとき、現
像器には現像バイアスが印加される。
【００２６】
　又、現像器４１～４６内のトナーは図に示すように、レーザー露光光学系３ａ、３ｂの
間及び横に配置された各色毎のトナー収納部（ホッパー）６１～６６から現像器内のトナ
ー比率（或いはトナー量）を一定に保つように所望のタイミングにて随時補給される。
【００２７】
　それぞれの感光ドラム１ａ、１ｂ上に形成されたトナー像は、それぞれの一次転写手段
である一次転写ローラ５ａ、５ｂによって、転写媒体としての中間転写体（中間転写ベル
ト）５上にトナー像が重ねて形成されるように順次一次転写される。このとき、一次転写
ローラ５ａ、５ｂに一次転写バイアスが印加される。その結果、中間転写ベルト５上にそ
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れぞれのトナー像が順次重ねられてフルカラートナー像が形成される。
【００２８】
　その後、転写媒体である中間転写ベルト５上のフルカラートナー像は記録材としての用
紙に一括して二次転写される。このとき、二次転写ローラ５４に二次転写バイアスが印加
される。
【００２９】
　中間転写ベルト５は駆動ローラ５１によって駆動され、中間転写ベルト５を挟んだ対向
位置に転写クリーニング装置５０を駆動ローラ５１に対して接離可能に構成する。中間転
写ベルト５が２つのローラ５１、５２によって張架されて形成された同一平面部分である
転写面ｔ上に、感光ドラム１ａ、１ｂは設けられており、これらの感光ドラム１ａ、１ｂ
との中間転写ベルト５を挟んだ対向部に一次転写手段である一次転写ローラ５ａ、５ｂが
設けられている。
【００３０】
　又、この転写面ｔを形成するローラで中間転写ベルト５の移動方向Ｂ下流側の又、従動
ローラ５２の対向には、それぞれのドラム１ａ、１ｂから転写された画像の位置ズレ及び
濃度の検知を行うセンサ５３が配置されており、随時各画像形成部Ｓａ、Ｓｂに画像濃度
，トナー補給量，画像書き込みタイミング，及び画像書き込み開始位置等に対して補正を
する制御を行っている。
【００３１】
　又、上流側の駆動ローラ５１に対向した、転写クリーニング装置５０は、中間転写ベル
ト５上に必要色だけ画像を重ね終えた後に、対向する駆動ローラ５１に加圧され、記録材
に転写した後の中間転写ベルト５上の残トナーをクリーニングする。クリーニング終了後
、転写クリーニング装置５０は前記中間転写ベルト５より離間する。
【００３２】
　一方記録材は各収納部７１、７２、７３又は手差しトレイ７４から各々の給紙手段８１
、８２、８３、８４によって１枚ずつ搬送され、レジストローラ８５にて斜行が補正され
る。そして、所望のタイミングにて中間転写ベルト５上のトナー像を記録材に転写する二
次転写手段である二次転写ローラ５４と中間転写ベルト５との間の二次転写部に搬送され
る。
【００３３】
　二次転写部にて記録材上にトナー像が転写されると、記録材は搬送部８６を通り、熱ロ
ーラ定着器９にてトナー像を定着され、排紙トレイ８９或いは用紙後処理装置（不図示）
に排紙される。
【００３４】
　他方、二次転写後の中間転写ベルト５は、前述のように転写残トナーを転写クリーニン
グ装置５０にてクリーニングされ、再び各画像形成部Ｓａ、Ｓｂの一次転写工程に供する
。
【００３５】
　又、記録材の両面に画像を形成する場合には、定着器９を記録材が通過後、すぐに搬送
パス切換ガイド９１を駆動し、記録材を搬送縦パス７５を経て反転パス７６に一端導いた
後、反転ローラ８７の逆転により、送り込まれた際の後端を先頭にして、送り込まれた方
向と反対向きに退出させ、両面搬送パス７７へと送られる。その後、両面搬送パスを通過
し両面搬送ローラ８８にて斜行補正とタイミング取りを行い、所望のタイミングにてレジ
ストローラ８５へと搬送され、再び上述した画像形成工程によってもう一方の面に画像を
転写する。
【００３６】
　２００はコントローラ部であり、本実施形態の画像形成装置の全体を管理、制御する。
２０５は操作部である。
【００３７】
　＜コントローラ部、画像処理部の構成＞
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　図２は、図１に示した画像形成装置を制御するコントローラ部２００を説明する図面で
ある。コントローラ部２００において、操作部２０５は、当該画像形成装置に対するユー
ザからの操作指示を受け付けるとともに、当該画像形成装置の状態を表示する。リーダ部
３００は、上述した構成により画像を読み取り、画像処理部２０７に画像信号を送る。画
像処理部２０７は、受け取った入力画像信号を画像処理してプリンタ部１００で出力する
のに適した画像処理を行い、プリンタ部１００に処理後の画像信号を送出する。プリンタ
部１００は上述の構成を備え、受け取った画像を紙媒体上に像形成する。
【００３８】
　また、コントローラ部２００は、ネットワークインターフェース２０１を介して外部の
ホストコンピュータなどからＰＤＬデータを受け取ることができる。ネットワークインタ
ーフェース２０１より受信したＰＤＬデータは、ＰＤＬ処理部２０２によりレンダリング
処理され、画像処理部２０７に送られる。ＣＰＵ２０３は上述した画像処理の全体の流れ
を制御する。また、このような制御を実現するための制御プログラムはメモリ２０４（Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭを含む。また、外部記憶装置を含んでもよい）に格納されている。なお、コ
ントローラ部２００内には、上記のほかにＦＡＸ受信部など、多数の構成要素が存在する
が、ここでは説明を省略する。
【００３９】
　次に、画像処理部２０７の詳細について図３のブロック図を参照して説明する。リーダ
部３００は、ＣＣＤ３４で原稿３０を読み取って得られた輝度画像信号をデジタル画像信
号として画像処理部２０７に入力する。１画素に８ビット（＝２５６階調）が用いられる
ことが多い。こうして入力されたＲＧＢ信号は、シェーディング補正部３０１で白基準の
補正がなされた後、入力色処理部３０２で入力マスキング処理が施されて、ＣＣＤの分光
の特性に起因する色のにごりなどが取り除かれる。次に空間フィルタ部３０３で入力され
た画像の周波数特性を修整し、ＬＯＧ処理部３０４で輝度信号であるＲＧＢ信号を反転し
て濃度信号に変換することによりＣＭＹ信号を得る。出力色処理部３０５では、公知の出
力マスキング法や３次元ＬＵＴ補間演算を用いてＣＭＹ信号をＣＭＹＫ信号に変換し、ガ
ンマ補正部３０６に入力する。
【００４０】
　ガンマ補正部３０６では、リーダからの画像信号あるいはＰＤＬ処理部２０２でレンダ
リングされたＣＭＹＫ画像を入力として、各色成分毎に１次元ＬＵＴによる階調補正を行
う。次に色分解部３０７では、入力されたＣＭＹＫ信号から、画像形成装置に適した画像
信号、すなわち、シアン（Ｃ）、淡シアン（ＬＣ）、マゼンタ（Ｍ）、淡マゼンタ（ＬＭ
）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）を生成する。より具体的には、シアンを入力として
シアンと淡シアンに分解し（Ｃ→Ｃ，ＬＣ）、マゼンタを入力としてマゼンタと淡マゼン
タに分解（Ｍ→Ｍ，ＬＭ）することによって、４色成分信号を６色成分信号に変換する。
こうして、色分解された各色信号は、スムージング処理部３０８に入力され、スムージン
グ処理を経た信号はプリンタ部１００に送出される。
【００４１】
　なお、説明の簡単のために画像処理部２０７を流れる各画像信号は全て８ビット信号で
あり、かつ、解像度は６００ｄｐｉであるものとする。従って、プリンタ部へは、Ｃ，Ｌ
Ｃ，Ｍ，ＬＭ，Ｙ，Ｋの６色成分からなる各色８ビット、６００ｄｐｉの画像信号が送出
されるものとする。
【００４２】
　図４は、濃淡トナーの入力信号－濃度値特性の例を示したものである。ここではシアン
と淡シアンについて図示しているが、マゼンタと淡マゼンタについても同様であるものと
する。４０１はシアンの入力信号レベルに対する濃度値を示し、４０２は淡シアンの入力
信号レベルに対する濃度値を示すものである。淡シアンとシアンはこのようなトナー濃度
の関係にあるので、色分解部３０７で行われるＣ→Ｃ，ＬＣ色分解の典型的な例は、図５
のようになる。図５において横軸は、入力となるシアン信号のレベル、縦軸に（淡シアン
とシアンの）出力信号のレベルを取ってある。５０２に示すように、低濃度部では淡シア
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ンの出力レベルが大きくなり、高濃度部に行くに従って、シアンの出力レベルを大きくす
るように制御する。淡シアンの出力レベルは、中濃度部から高濃度部にかけては、トナー
の載り量の制限を守るために、減衰させていくようにする。ここでも色分解についてシア
ンと淡シアンについて説明したが、マゼンタと淡マゼンタについても同様である。
【００４３】
　ここで、図６を用いて、プリンタ部１００での階調表現方法について説明しておく。本
実施形態の画像形成装置は、主走査、副走査とも６００ｄｐｉの解像度を持ち、パルス幅
変調方式（ＰＷＭ）により、各画素２５６階調の階調表現能力を持つ。方式の概略を図６
に示す。一画素周期で鋸状の波ａを発生させ、各画素のレベルに応じた一画素周期の矩形
波ｂとのしきい値処理を行うと、各画素のレベルに応じた幅の矩形波ｃが得られる。この
幅により８ビットの階調表現を行う。プリンタ部１００では、矩形波ｃの Highレベルに応
じてレーザを発光させることにより、感光ドラム１ａあるいは１ｂの表面上に所定サイズ
のドットが投影される。
【００４４】
　＜スムージング処理部の構成＞
　特開平０８－３１７２１０号公報などのエッジスムージング技術では、入力画像とのパ
ターンマッチングを行ってあらかじめ登録されている特徴検出用パターンとマッチした場
合にエッジをスムーズにするための画素の置き換えを行う技術が開示されている。図７は
、そのような特徴検出用パターンの例を示したものである。図７において、特徴検出用パ
ターンは９ｘ９のビットマップからなり、その中心が注目画素（Ｍと表記する）である。
一つの格子は６００ｄｐｉの一画素一画素を表しており、「○」は画素が白ドット（＝０
０Ｈ）であることを、「●」（＝ＦＦＨ）は画素が黒ドットであることを示す。その他の
画素については黒ドットでも白ドットでも、あるいは中間調ドットでも構わない。
【００４５】
　例えば、図７（ａ）のパターンと一致する入力画像では、注目画素Ｍは水平に近い斜線
の一部でかつ高濃度部の変化点であるものと判断される。この結果、注目画素Ｍは、ＦＦ
ＨからＣ０Ｈへと置き換えられる。次に、図７（ｂ）のパターンと一致する入力画像では
、注目画素Ｍは水平に近い斜線の一部でかつ低濃度部の変化点であると判断される。その
結果、注目画素Ｍは、ＦＦＨから８０Ｈへと置き換えられる。さらに、図７（ｃ）のパタ
ーンと一致する入力画像では、注目画素Ｍは水平に近い斜線の一部かつ変化点から一ドッ
ト離れているので４０Ｈに置き換えられる。結果として、このパターンとマッチした入力
画像中の水平に近い斜線の上側のエッジでは、３画素で画素の置き換えが生じ、滑らかな
エッジとなる。
【００４６】
　このような特徴検出用パターンとパターンにマッチした際に置き換える画素値の対応付
けを、ＲＯＭなどの記憶装置（メモリ２０４）に保持しておき、注目画素に対する処理を
繰り返すことによって、エッジに対するスムージング効果を奏することが可能となる。図
７で示した特徴検出用パターンは一例であり、特開平０８－３１７２１０号公報や特開平
１０－４２１４１号公報に開示されているようにさまざまなパターンのエッジの特徴を検
出するためには、多数の特徴検出用パターンを保持している必要があるが、ここでは、説
明の簡略化のため、それらのパターンを列挙することは行わない。
【００４７】
　図８はスムージング処理部３０８を構成するスムージング処理回路の内部構成を示すブ
ロック図である。スムージング処理部３０８によるスムージング処理は、このスムージン
グ処理回路８００により実行される。スムージング処理回路８００は、入力画像をしきい
値処理して、ＦＦＨと００Ｈとそれ以外とに分類する３値化処理部８０１、図７の特徴検
出用パターンと置き換え画素値の対応を保持するパターンＲＯＭ８０３、３値化処理され
た画像信号とパターンＲＯＭ８０３から供給された特徴検出用パターンとのパターンマッ
チングを行うパターンマッチング部８０２、さらにパターンがマッチした際に画素の置き
換えを行う画素置き換え処理部８０４を備える。ここで、３値化処理部８０１は、黒、白
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ドットを生成できればよく、２値化処理でも構わない。また、パターンマッチング部８０
２で行われるマッチング処理では、例えば、パターンマッチング部８０２で入力された３
値の画像信号と特徴検出用パターンの積和演算を行い、所定のしきい値を超えた場合にマ
ッチしたとみなすマスク処理を行うものとする。
【００４８】
　スムージング処理部３０８は、このように構成されたスムージング処理回路８００をＣ
，ＬＣ，Ｍ，ＬＭ，Ｙ，Ｋの６色成分の各々について設けるのではなく、図９に示すよう
に、Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋの色成分に対してのみ設けられる。即ち、ＬＣ，ＬＭの色成分につい
てはスムージング処理を行わずにプリンタ部１００へ送出する。なぜなら、図４に示した
ように、ＬＣ，ＬＭは最大の入力信号レベルに対しても出力濃度はＣ，Ｍの４０％ほどで
あり、画像中においてＣ，Ｍ信号が生じさせるようなエッジを生じさせることはないから
である。
【００４９】
　このような構成をとることにより、濃淡トナーを用いた画像形成装置においてエッジス
ムージング技術を適用する場合にも、色成分数の増加に対してスムージング処理回路の増
加を防ぎ、コストの上昇を抑えることが可能である。また、淡色の画像信号についてスム
ージング処理を行わないようにし、他の色成分の画像信号についてはスムージングを施す
ので、スムージング効果は良好に維持できる。
【００５０】
　以上、説明したように、第１実施形態によれば、エッジスムージング技術を濃淡記録材
（インク／トナー等）を用いる画像形成装置に適用した場合に、淡色信号に対するスムー
ジング回路をあえて用いないことによって回路規模を削減し、安価でありながら、従来ど
おりのエッジスムージングの効果がある画像を出力することができる。なお、スムージン
グ回路数の削減の観点からすれば、濃色と淡色に色分解する前のＣＭＹＫの４色の時点で
スムージングを施すようにしてもよい。この場合、図３のスムージング処理部３０８を出
力処理部３０５或いはガンマ補正部３０６の次段に配置することになる。ただし、図３を
用いて説明したような濃色、淡色への色分解後のデータにスムージングを施す構成によれ
ば、ＹＭＣＫの４色の時点でスムージングを行うのに対して、エンジンに出力される信号
により近い信号に対してエッジスムージングを行うことになる。したがって、スムージン
グ処理によって形成された中間調ドットを色分解してしまうことによる不自然さを生じさ
せないという利点が期待できる。
【００５１】
　［第２実施形態］
　上記第１実施形態では、スムージング処理回路８００において、画素の置き換えが発生
した場合、その画素値は中間値（図７ではＦＦＨ→Ｃ０Ｈ，００Ｈ→８０Ｈ，００Ｈ→４
０Ｈ）に置き換わる。第１実施形態では、画素の置き換えが発生した後には色成分間の相
互作用がなく、濃記録材の中間値を用いて画素を置き換え、画像形成を行う構成となって
いる。しかしながら、特に電子写真方式のプリンタにおいては、中間調のドットは、信号
レベルが小さくなればなるほどドットの形成が不安定となりやすい。そこで、第２実施形
態では、濃記録材に対応した画像信号のスムージング後の画素置き換え信号を、さらに、
濃記録材と淡記録材の組み合わせで画像形成される画像信号に置き換えることにより、画
素置き換え信号のドット形成の安定化を図る。即ち、濃記録材に対応した画像信号にエッ
ジスムージングを施したことにより新たに発生した中間調の信号を、濃淡の色材の組み合
わせ、もしくは淡色の色材を用いて記録するように画像信号を変換する。
【００５２】
　第２実施形態では、スムージング処理部３０８を構成するスムージング処理回路９００
の構成を図１０に示すようにし、スムージング処理部３０８の構成を図１１に示すように
する。
【００５３】
　図１０は、第２実施形態におけるスムージング処理回路の構成を示すブロック図である
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。第２実施形態のスムージング処理回路９００は、シアンおよび淡シアン、あるいは、マ
ゼンタおよび淡マゼンタの画像入力信号を入力とする（以下、シアン、マゼンタを総称し
て濃色画像信号、淡シアン、淡マゼンタを総称して淡色画像信号と呼ぶ）。濃色画像信号
は、第１実施形態のスムージング回路８００と同様に、３値化処理部８０１で３値化され
、パターンマッチング部８０２でパターンＲＯＭ９０３のパターンとのマッチングが行わ
れて、画素置き換え処理部９０４に入力される。第２実施形態におけるスムージング処理
回路９００では、画素置き換え処理部９０４には、濃色画像信号のほかに淡色画像信号も
入力されて、画素の置き換えが行われる。
【００５４】
　画素の置き換えにおいては、色分解部３０７のような濃→濃淡色分解方式を適用するこ
とが考えられる。例えばシアンに関して、画素置き換え処理部９０４にて、置き換え信号
として、Ｃ０Ｈ（＝１９２），８０Ｈ（＝１２８），４０Ｈ（＝６４）が得られたとする
と、図５で示した濃→濃淡色分解によって、
 濃信号　→　濃信号  ＋  淡信号
 １９２　　　１４０　　　９０
 １２８  　　　６４　　２００
 　６４  　　　１０　　１００
のように変換されて、濃色信号、淡色信号双方の注目画素Ｍの画素値を置き換える。上記
処理により発生した淡色の信号は、入力された淡色画像信号に加えられて出力淡色画像信
号となる。
【００５５】
　濃→濃淡色分解を行うには、画素置き換え処理部９０４内に１次元ＬＵＴ変換を持てば
実現できる。上記のように、特に、濃色信号の低濃度部の信号である６４が淡色信号との
組み合わせに置き換えることによって淡信号＝１００という信号値を用いて画素を形成す
ることでき、ドット形成をより安定させることができる。
【００５６】
　あるいは、淡色信号のＦＦＨに対応する濃度に相当する濃色信号の１６０（図４の濃度
０．６に相当する）以下が画素置き換え信号として出力された場合には、濃色信号の０～
１６０を淡色信号の０～２５５に均等に割り付けるような変換を行うようにして、淡色の
みの画素値へ置き換える置き換え信号を生成してもよい。
【００５７】
　このような処理によって、濃色信号でドットが不安定な濃度域をより大きな信号値で画
像形成できる淡色信号で置き換えることによって、画素周辺のスムージングのための中間
調ドットの安定性を向上することができる。
【００５８】
　なお、本実施形態においては、濃淡信号に分解される色信号をシアン、マゼンタとして
説明したが、ブラックやイエローに関しても濃色信号と淡色信号に分解して、同様のスム
ージング回路を適用し、現像器をさらに増やした画像形成装置に対する出力を行ってもよ
い。画像形成装置では、現像器が一つ増える場合には現像器の数は７個となるので、現像
ロータリーに、現像器を３，４個ずつ配置すればよいし、現像器が２つ増える場合には、
現像ロータリーに現像器を４個づつ配置すればよい。
【００５９】
　特に、ブラックに対しては、濃淡信号を併用したスムージング回路を適用して画像形成
を行えば、黒い文字や細線ににおいて良好なスムージング効果が得られ、通常の文書で多
く用いられる画像パターンに対して、スムージング効果の高い文書画像出力が得られる。
即ち、モノクロ出力の画像形成装置にも効果的に適用できる。
【００６０】
　以上のように、第２実施形態によれば、従来のエッジスムージング技術で不安定になり
がちだった中間調ドットをより強度の高い淡色信号に置き換えるので、エッジ部の中間調
濃度の安定性が高まり、より滑らかなエッジスムージング効果のある画像を出力すること
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ができる。
【００６１】
　なお、第２実施形態では、エッジスムージング処理を濃色の画像信号に対してのみ行っ
ているが、安定したドット形成の観点からすれば、濃淡全ての画像信号に対してエッジス
ムージング処理を行う構成にも第２実施形態の構成を適用することも可能である。
【００６２】
　また、第１実施形態や第２実施形態において、階調表現方法としてＰＷＭ方式を用いる
ものとして説明したが、階調表現が２以上で８ビット未満のプリンタに対しても同様に適
用される。この時には階調表現方法として、ディザ法や誤差拡散法などの擬似中間調表現
方式を用い、擬似中間調表現された画像信号に対してスムージング処理を行えばよい。
【００６３】
　さらには、上記各実施形態では電子写真プリンタを画像形成装置の例としたが、濃淡イ
ンクを用いて画像形成を行うインクジェットプリンタに対しても、同様にエッジスムージ
ング装置を用いた出力処理が可能であることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】実施形態による画像形成装置の構成例を示す概略断面図である。
【図２】コントローラ部の構成例を示すブロック図である。
【図３】画像処理部の構成例を示すブロック図である。
【図４】濃淡トナー特性（濃度－信号値特性）の例を示す図である。
【図５】濃→濃淡色分解の例を示す図である。
【図６】ＰＷＭの概念を説明する図である。
【図７】エッジスムージング技術を説明する図である。
【図８】第１実施形態によるスムージング処理回路の構成を示すブロック図である。
【図９】第１実施形態によるスムージング処理部の構成を示すブロック図である。
【図１０】第２実施形態によるスムージング処理回路の構成を示すブロック図である。
【図１１】第２実施形態によるスムージング処理部の構成を示すブロック図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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